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新型コロナウイルスの影響を大きく受けた 2020

年度でした。しかし、シフォンケーキは、販売会な

どの機会が減ったものの、1 月の時点で前年度同期

の実績と、ほぼ同じ額を売り上げています。クリス

マスやバレンタインの企画でご協力いただいたり、

松本養護学校、市役所での販売会などのおかげで、

根強い人気商品に成長しつつあります。  

また、ぼかしは前年度同期を大きく上回る売り上げです。「おうち時間」で家庭菜園の

時間が増えたことも影響したでしょうか。どちらも、本当にありがたいです。  
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  あたたかい日が続いたと思えば、北風が粉雪と一緒に吹きすさぶ寒い日になったりと、

気候がコロコロ変わっています。それでも周期的に気候が変わるというのは、春が近づい

ている証拠でもありますね。さて、新型コロナウイルスのワクチン接種もいよいよはじま

りました。これから感染拡大が収束に向かっていってほしいと強く思います。ただ、実際

に多くの人たちが接種できるまでには、時間がかかるようです。なので、日常の感染対策

はまだ必要不可欠なものとなっていくことでしょう。そういえば、今季はインフルエンザ

流行の話を余り聞きません。今の感染対策は、確実に効果があるということですね。  
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今年は 2 月 2 日が「節分」で 3 日が「立春」。まだまだ寒い日が続きますが、最近では  

朝の最低気温が０℃を上回る日もありました。昼間の日差しも次第に強くなり、春のきざ  

しも感じられます。2 月は真冬と早春がぶつかり合いながら季節をおし進めていく「節目」 

の月。「これまでと違う」生活を続けながら、季節はいつもどおり移り変わっていきます。 

 ところで、時折使われる「コロナに負けるな」という言葉には違和感もあるのですが、  

いかがでしょうか。実際に感染者に対応している現場では文字通り「戦い」でしょうし、  

命を守る対策は欠かせません。一方で、社会全体が新型コロナと「勝ち負け」という構図  

に単純化していいのかとも思うのです。この言葉は、感染者は「負けた」というマイナス  

イメージや、差別や偏見を助長しかねないと感じます。ウイルスも自然の一部です。新型  

コロナともいずれは共存できる道を探らざるを得ないでしょう。本当に打ち負かすべき本  

当の「敵」は、私たち自身がウイルスに翻弄され、生み出される「分断」ではないでしょ  

うか。ハンセン氏病への激しい差別の歴史をあらためて、教訓としたいと思いました。  

 


